
⻑野県上伊那地域における基本計画の概要⻑野県上伊那地域は、南アルプスと中央アルプスに囲まれた自然豊かな場所で、農業、工業、商業がバランスよく発展してきた。計画では電子部品や精密加工技術を活かし、成⻑性の⾼いものづくり分野への参⼊を促進するとともに、⾼品質な農産物や豊富な森林、⽔資源を活⽤し６次産業化や再⽣可能エネルギーの利活⽤を進め、リニア中央新幹線開通など⼤都市圏とのアクセス向上が期待される将来に向け、付加価値の⾼い産業基盤を構築する。⻑野県上伊那地域（伊那市、駒ヶ根市、⾠野町、箕輪町、飯島町、南箕輪村、中川村、宮⽥村）促進区域で2,400百万円の付加価値を創出することを目指す。
《促進区域図》促進区域経済的効果の目標地域経済牽引事業の承認要件

計画のポイント

【要件１：地域の特性を活⽤すること（①〜⑥のいずれか）】①電子機器・デバイス及び機械器具関連産業の集積を活用した第４次産業革命関連分野②リニア中央新幹線や中央⾃動⾞道などの交通インフラを活⽤した成⻑ものづくり分野③試験研究機関や医療機関と製造業者による産学連携を活⽤したヘルスケア分野
三峰川水系県立公園中央アルプス県立公園

塩嶺王城県立公園

計画同意の日から平成34年度末⽇まで

《そば畑から望む工業団地と南アルプス》

計画期間
・不動産取得税・固定資産税の減免措置の創設、用地・建物・償却資産の取得に係る助成制度、地方創生関係施策・公共データの⺠間公開、事業者からの事業環境整備の提案への対応・事業開始後の継続した支援、事業承継に関する支援、技術支援、省エネルギーへの取り組みの推進、農村振興政策との連携、人材育成と人材確保支援、インフラの整備促進
制度・事業環境の整備
国⽴⼤学法⼈信州大学、⻑野県看護大学、⻑野県南信⼯科短期⼤学校・南信⼯科短⼤振興会、⻑野県⼯業技術総合センター、（公財）⻑野県中⼩企業振興センター、（公財）⻑野県テクノ財団 伊那テクノバレー地域センター、(公財)上伊那産業振興会、ＪＥＴＲＯ、ＡＲＥＣ、⽇本政策⾦融公庫 等地域経済牽引支援機関

②リニア中央新幹線や中央⾃動⾞道などの交通インフラを活⽤した成⻑ものづくり分野③試験研究機関や医療機関と製造業者による産学連携を活⽤したヘルスケア分野④豊富な森林や⽔資源等の⾃然環境を活⽤した環境・エネルギー分野⑤農林産業と製造業との農商⼯連携を活⽤した６次産業化分野⑥豊かな自然、歴史的文化財や観光農業などの観光資源を活用した観光・スポーツ・文化・まちづくり分野【要件２：高い付加価値を創出すること】・付加価値増加分：3,685万円超 【要件３：いずれかの経済的効果が⾒込まれること】●取引額：６％増加 ●雇用者給与等支給額：10％増加●売上げ：６％増加
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